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1 調査目的 

 「（仮称）第 3 次豊田市子ども総合計画」の策定にあたり、市民の皆様の子育て支援に関す
る状況やご要望・ご意見、子どもたちの今の考えや気持ち、生活の状況、子どもや青少年の育
つ環境などについて把握するため、市民意向調査を実施した。 
 
 

2 調査対象 
 調査対象は、以下のとおりである。 
 

 調査対象 調査名称 対象者数 
1 就学前児童保護者 子ども・子育てに関する市民意向調査 2,500 
2 母子健康手帳被交付者 子ども・子育てに関する市民意向調査 500 
3 小学 1～3年生 子どものせいかつについてのちょうさ 1,000 
4 小学 4～6年生 子どもの生活と意識に関する調査 1,000 
5 小学生保護者 子ども・子育てに関する市民意向調査 2,000 

6 中学生 
子ども・子育てに関する市民意向調査 
（青少年の生活と意識に関する調査） 

1,500 

7 中学生保護者 子ども・子育てに関する市民意向調査 1,500 

8 高校生 
子ども・子育てに関する市民意向調査 
（青少年の生活と意識に関する調査） 

1,000 

9 大学生 
子ども・子育てに関する市民意向調査 
（青少年の生活と意識に関する調査） 

1,000 

10 青少年 
子ども・子育てに関する市民意向調査 
（青少年の生活と意識に関する調査） 

1,000 

11 一般市民 子ども・子育てに関する市民意向調査 2,500 
合計 15,500 

 
 

3 調査方法 
 調査方法は、以下のとおりである。 
 

調査方法 調査対象 
郵送配布・郵送回数 就学前児童保護者、高校生、青少年、一般市民 
手渡配布・郵送回収 母子健康手帳被交付者 
学校配布・学校回収 小学 1～3年生、小学 4～6年生、小学生保護者、中学生、中学生保護者 
学校配布・郵送回収 大学生 
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2 

4 回収結果 
 回収結果は、以下のとおりである。 
 小学生及び保護者、中学生及び保護者については、配布･回収を対で実施したため、いずれ
か一方が無回答でも回収数にはカウントしており、有効回答数はそれら無回答調査票を除いた
ものである。 
 

 調査対象 配布数 回収数 回収率 有効回答数 
1 就学前児童保護者 2,500 － － － 
2 母子健康手帳被交付者 500 182 36.4% 182 
3 小学 1～3年生 1,000 847 84.7% 827 
4 小学 4～6年生 1,000 785 78.5% 758 
5 小学生保護者 2,000 1,608 80.4% 1,422 
6 中学生 1,500 1,385 92.3% 1,366 
7 中学生保護者 1,500 1,372 91.5% 1,297 
8 高校生 1,000 425 42.5% 425 
9 大学生 1,000 123 12.3% 123 
10 青少年 1,000 391 39.1% 391 
11 一般市民 2,500 1,399 56.0% 1,399 

合計 15,500 － － － 
 
 

5 報告書の見方 
 報告書の見方は、以下のとおりである。 
 
①図表内の「N」は、設問に対する回答の合計数である。 
②単数回答の設問は帯グラフ、複数回答の設問は棒グラフとする。 
③集計は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しているため、比率の合計が

100.0%とならない場合がある。 
④複数回答を求めた設問では、設問に対する回答者数を基数として算出しているため、回答比
率の合計が 100.0%を超えることがある。 

⑤クロス集計表では性別や年齢について無回答の人を除いているため、回答者総数と数が合わ
ないことがある。 

⑥本文や図表内の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している。 
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1 妊娠期の状況や意識について 
① 妊娠期の今、思ったり感じたりしていること 
○平成 25 年調査と比較すると、「子どもが生まれることが楽しみ」「子どもはかわいい」とい
った考えは変わらず高い割合を占めているものの、「これからの子育てが非常に不安である」
「子育ては大変である」といった、これから始まる子育てに対する不安が大きくなっている
ことが分かる。 

 
＜母子健康手帳被交付者：問 12＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

48.4 

50.8 

83.5 

82.0 

46.7 

44.0 
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15.4 
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3.1 

0.5 
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1.1 
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1.6 
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1.1 
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0.5 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い 無回答

調査結果＜抜粋整理＞ 

＜時間について＞ 
A：子どもや家族との時間をできるだけ多くとりたい 
B：結婚や子どもを持った後も、自分の時間を多くとりたい 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜子どもが生まれることが＞ 
A：楽しみ 
B：楽しみではない 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜子どもを持つと＞ 
A：人生や生活が豊かになる 
B：お金や時間の面で生活が苦しくなる 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜これからの子育てに＞ 
A：特に不安はない 
B：非常に不安である 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜子育ては＞ 
A：楽しい 
B：大変である 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜子どもは＞ 
A：かわいい 
B：わずらわしい 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

＜最近イライラしたり涙もろくなったりすることが＞ 
A：特にない 
B：よくある 
（上段：平成 30年調査、下段：平成 25年調査） 

平成 30年調査（N=182） 
平成 25年調査（N=384） 
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② 妊娠中の生活、出産、子育てについて気になること 
○妊娠中に気になることとしては、「生まれてくる子に障がいはないか」が88.5%と最も高く、
次いで「無事出産できるかどうか」が 84.1%であり、平成 25年調査と同様の結果であった。 

○平成 25年調査と比較すると、「子どもの病気や発育・発達に関すること」が 17.8ポイント、
「育児の方法がよくわからないこと」が 12.2 ポイント、「仕事（就労）と育児の両立」が
10.8 ポイントとそれぞれ上昇しており、産後の子育てに対する不安が大きくなっているこ
とが分かる。 

 
＜母子健康手帳被交付者：問 13＞ 

 
 
 
 
 
 
  

88.5 

84.1 

45.6 

36.3 

35.2 

29.7 

27.5 

24.2 

23.6 

18.1 

17.0 

11.0 

10.4 

9.9 

9.9 

8.2 

6.6 

4.9 

3.3 

0.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれてくる子に障がいはないか

無事出産できるかどうか

妊娠中の食生活

子どもの食事や栄養に関すること

子どもの病気や発育・発達に関すること

妊娠・出産における経済的な不安

仕事（就労）と育児の両立

育児の方法がよくわからないこと

子育て支援サービスをよく知らないこと

産後における上の子の世話

妊娠中でも家事や上の子の世話が大変であること

産後、十分に体を休められないこと

上の子への接し方や兄弟姉妹との関係

趣味など自分の好きな生活と育児との両立

子育てによって社会から切り離されてしまうこと

夫・パートナーの家事や子育ての分担が少ないこと

自分や家族、職場の同僚などの喫煙

育児休業後の子どもの預け場所がないこと

妊娠中に働くことについて職場の理解が得られないこと

その他

無回答

平成 30年調査（N=182） 
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   【平成 25年調査】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

73.7 

67.2 

37.0 

27.1 

27.1 

25.3 

20.3 

18.2 

17.4 

16.7 

15.1 

12.0 

7.3 

7.3 

4.2 

3.4 

2.6 

2.3 

0.5 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれてくる子に障がいはないか

無事出産できるかどうか

妊娠中の食生活

妊娠中でも家事や上の子の世話が大変であること

子どもの食事や栄養に関すること

産後における上の子の世話

妊娠・出産における経済的な不安

上の子への接し方や兄弟姉妹との関係

子どもの病気や発育・発達に関すること

仕事（就労）と育児の両立

子育て支援サービスをよく知らないこと

育児の方法がよくわからないこと

自分や家族、職場の同僚などの喫煙

夫・パートナーの家事や子育ての分担が少ないこと

趣味など自分の好きな生活と育児との両立

子育てによって社会から切り離されてしまうこと

育児休業後の子どもの預け場所がないこと

妊娠中に働くことについて職場の理解が得られないこと

その他

無回答

平成 25年調査（N=384） 
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③ 妊婦仲間や子育て仲間の有無 
○妊婦仲間や子育て仲間については、「家を行き来するくらいに仲の良い仲間がいる」と回答
した割合が 41.2%であり、平成 25年調査と比較すると 12.2ポイント低下している。 

 
＜母子健康手帳被交付者：問 15＞ 

 
 
 

④ 子育てや子育て支援サービスに関する情報の入手方法 
○子育てや子育て支援サービスに関する情報の入手方法では、「健診時のパンフレット」が

56.0%と最も高く、次いで「広報とよた」が 43.4%、「豊田市「子育て応援ホームページ」」
が 33.0%であった。 

 
＜母子健康手帳被交付者：問 22＞ 

 

41.2

53.4

39.0

30.5

19.2

13.3

0.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=182）

平成25年調査（N=384）

家を行き来するくらいに仲の良い仲間がいる
会えば話をする仲間がいる
いない
無回答

17.0 

16.5 

33.0 

8.2 

14.3 

7.7 

14.8 

43.4 

56.0 

7.7 

6.6 

9.9 

15.9 

0.5 

0.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

N=182

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

豊田市「子育て応援ホームページ」

３．以外のホームページ

フェイスブック、ツイッターなどのSNS

メールマガジン

『とよた子育て応援ハンドブック』（市の冊子）

広報とよた

健診時に配布のパンフレット

市役所や支所・出張所の窓口

市販の子育て情報誌

こども園・私立幼稚園

子育て支援センター

とよた急病・子育てコール24（育救さんコール）

その他

無回答
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   【平成 25年調査】 

 

 
 

⑤「母性健康管理指導事項連絡カード」の認知度 
○「母性健康管理指導事項連絡カード」の認知度は、「名称もその内容も知っていた」が 15.9%
と平成 25年調査と比較して 7.0ポイント上昇しているものの、依然として 7割以上が「知
らなかった」と回答している。 

 
＜母子健康手帳被交付者：問 23＞ 

 

 
 
 
  

 

15.9

8.9

9.9

10.2

73.1

75.5

1.1

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=182）

平成25年調査（N=384）

名称やその内容も知っていた 名称は知っていた

知らなかった 無回答
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2 家庭における子育てについて 
① 子どもや子育てに対する考え 
○子どもや子育てに対する考えは、平成 25年調査と比較して大きな変化はなく、「子どもはか
わいい」という考えは 9 割以上である一方、「子育ては大変である」という考えが 4 割程度
となっている。 

 
＜一般市民：問 5＞ 

 
 
 
  【平成 25年調査】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

73.7

23.9

43.0

44.2

20.5

33.7

34.1

38.0

3.0

25.7

14.9

12.0

1.4

14.7

6.4

3.8

1.4

2.0

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもはかわいい

子育ては楽しい

子どもをもつと、人生や生活が豊かになる

子どもや家族との時間をできるだけ多くとりたい

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い 無回答

75.7

24.6

44.0

46.1

18.8

33.7

33.3

38.4

3.4

27.9

15.6

10.8

0.6

11.6

4.7

2.6

1.6

2.3

2.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもはかわいい

子育ては楽しい

子どもをもつと、人生や生活が豊かになる

子どもや家族との時間をできるだけ多くとりたい

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い 無回答

A：子どもはかわいい 
B：子どもはわずらわしい 

A：子育ては楽しい 
B：子育ては大変である 

A：子どもを持つと、人生や生活が豊かなになる 
B：子どもを持つと、お金や時間の面で生活が苦しくなる 

A：子どもや家族との時間をできるだけ多くとりたい 
B：結婚や子どもを持った後も、自分の時間を多くとりたい 

A：子どもはかわいい 
B：子どもはわずらわしい 

A：子育ては楽しい 
B：子育ては大変である 

A：子どもを持つと、人生や生活が豊かなになる 
B：子どもを持つと、お金や時間の面で生活が苦しくなる 

A：子どもや家族との時間をできるだけ多くとりたい 
B：結婚や子どもを持った後も、自分の時間を多くとりたい 

平成 25年調査（N=1608） 

平成 30年調査（N=1399） 
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② 最近の子育てや教育の現状への課題認識 
○最近の子育てや教育の現状への課題認識について、小学生保護者では、「子どもが安全に生
活できなくなっていること」が 48.5%と最も高く、次いで「子どもの遊び場が少ないこと」
が 44.9%となっている。中学生保護者では、「子どもの携帯電話やスマートフォンの利用に
より親が子どもの交友関係や行動が分からなくなること」が 55.2%と最も高く、次いで「テ
レビやインターネットなどのメディアから、子どもたちが悪い影響を受けること」が 49.1%
となっている。 

○平成 25 年調査と比較すると、全体的に同じ傾向ではあるものの、小学生保護者の「子ども
の遊び場が少ないこと」は 7.4ポイント上昇している。 

 
＜小学生保護者：問 23、中学生保護者：問 13＞ 

 
 
 
 
  

25.2

14.0

6.5

7.3

28.4

44.9

42.3

38.6

48.5

3.2

1.7

0.8

26.6

11.7

6.6

13.4

30.9

23.8

49.1

55.2

35.2

4.2

2.1

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会と子どもとの関わりが不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、受けられる教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビやインターネットなどのメディアから、

子どもたちが悪い影響を受けること

子どもの携帯電話やスマートフォンの利用により

親が子どもの交友関係や行動がわからなくなること

子どもが安全に生活できなくなっていること

その他

特に問題だと思うことはない

無回答

小学生保護者（N=1422） 中学生保護者（N=1297）



 

10 

 
   【平成 25年調査】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

38.3

14.1

10.0

8.3

23.8

37.5

41.2

40.8

46.9

3.8

1.5

1.6

37.0

11.3

8.1

14.0

28.5

19.7

46.0

59.4

33.7

3.8

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家庭でのしつけが不十分であること

地域社会と子どもとの関わりが不十分であること

学校での教育が不十分であること

受験競争が厳しいこと

親の収入などによって、受けられる教育に差があること

子どもの遊び場が少ないこと

テレビやインターネットなどのメディアから、

子どもたちが悪い影響を受けること

子どもの携帯電話やスマートフォンの利用により

親が子どもの交友関係や行動がわからなくなること

子どもが安全に生活できなくなっていること

その他

特に問題だと思うことはない

不明・無回答

小学生保護者（N=2085） 中学生保護者（N=1350）



 

11 

③「親ノート」「親育ち交流カフェ」の認知度 
○「親ノート」の認知度は、小学生保護者、中学生保護者ともに、読んだことがあるという回
答が 4割程度ある一方、知らないという回答も 3割以上となっている。 

○「親育ち交流カフェ」については、いずれも 9割近くが知らないと回答している。 
 
＜小学生保護者：問 28、中学生保護者：問 19＞ 
■「親ノート」の認知度 

 
■「親育ち交流カフェ」の認知度 

 

 
 

④ 母親の就労状況 
○「就労している」母親の割合は 75.9%であり、平成 25年調査から 8.6ポイント上昇してい
る。 

 
＜小学生保護者：問 15＞ 

 
 

43.3

40.2

23.3

22.5

32.3

36.5

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者（N=1422）

中学生保護者（N=1297）

「親ノート」を知っており、読んだことがある

「親ノート」は知っているが、読んだことがない

「親ノート」を知らない

無回答

3.4

2.2

6.6

7.6

88.8

89.4

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者（N=1422）

中学生保護者（N=1297）

「親育ち交流カフェ」に参加したことがある
「親育ち交流カフェ」は知っているが、参加したことはない
「親育ち交流カフェ」を知らない
無回答

19.1 

25.1 

0.7 

1.3 
46.9 

48.8 

0.6 

0.7 
25.0 

19.5 

4.7 

2.8 

3.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年調査（N=2085)

平成30年調査（N=1422)

就労している（フルタイム）
就労している（フルタイムだが産休･育休･介護休業中）
就労している（パートタイム、アルバイト等）
就労している（パートタイム、アルバイト等だが産休･育休･介護休業中）
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまでに就労したことがない
無回答
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⑤「仕事」「家事･子育て」「プライベート」のバランス 
○仕事時間等の優先度については、希望と現実に大きなギャップがみられるが、平成 25 年調
査の現実と比較すると、「仕事･家事･プライベートのバランスをとる」割合は、父親母親と
もに、僅かではあるものの上昇している。 

 
＜小学生保護者：問 21＞ 

   
＜中学生保護者：問 11＞ 

  
 
 
 
 
  

11.3 

10.0 

11.1 

57.9 

4.4 

5.3 

62.9 

3.4 

3.9 

19.3 

4.6 

5.8 

64.3 

2.3 

3.4 

18.5 

5.1 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事時間を優先

家事(育児)時間を優先

プライベートを優先

仕事･家事(育児)･プライ

ベートのバランスをとる

父親はいない

無回答

H30父親の希望（N=1422)
H30父親の現実（N=1422)
H25父親の現実（N=2085)

2.0 

27.6 

6.1 

61.7 

0.5 

2.1 

21.2 

45.8 

2.0 

27.8 

0.6 

2.5 

22.3 

46.6 

2.2 

26.5 

0.8 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事時間を優先

家事(育児)時間を優先

プライベートを優先

仕事･家事(育児)･プライ

ベートのバランスをとる

母親はいない

無回答

H30母親の希望（N=1422)
H30母親の現実（N=1422)
H25母親の現実（N=2085)

14.2 

6.4 

11.1 

56.8 

5.9 

5.6 

60.2 

2.9 

5.9 

18.7 

6.1 

6.3 

62.0 

2.0 

4.3 

19.4 

6.2 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事時間を優先

家事(育児)時間を優先

プライベートを優先

仕事･家事(育児)･プライ

ベートのバランスをとる

父親はいない

無回答

H30父親の希望（N=1297)
H30父親の現実（N=297)
H25父親の現実（N=1350)

2.9 

27.4 

5.6 

60.7 

1.6 

1.9 

22.1 

39.5 

2.1 

32.2 

1.6 

2.5 

24.9 

38.5 

1.5 

32.6 

0.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事時間を優先

家事(育児)時間を優先

プライベートを優先

仕事･家事(育児)･プライ

ベートのバランスをとる

母親はいない

無回答

H30母親の希望（N=1297)
H30母親の現実（N=297)
H25母親の現実（N=1350)
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⑥ 子育てと仕事の両立に向けて望むこと 
○子育てと仕事の両立に向けて望むことについては、「子どもが病気やけがのときなどに休暇
がとれる制度」が 42.5%と最も高く、次いで「男女ともに子育てと仕事が両立しやすいよ
うに、企業（職場）内で子育てへの理解を広めていくこと」が 29.7%、「就業時間をある程
度自由に融通できる制度（フレックスタイム制度）」が 25.7%となっている。 

 
＜一般市民：問 6＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

42.5 

29.7 

25.7 

25.0 

22.5 

21.5 

21.4 

19.9 

15.9 

13.4 

13.4 

12.4 

10.5 

3.0 

2.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制度

男女ともに子育てと仕事が両立しやすいように、企業（職場）内で子育てへの理解を広めていくこと

就業時間をある程度自由に融通できる制度（フレックスタイム制度）

出産・育児などのため会社を辞めた女性を再雇用する制度（再雇用制度）

産前産後の休暇が十分にとれる制度

育児のために必要な場合に、就業時間を縮めることができる制度（短時間勤務制度）

子どもの行事（運動会やお遊戯会など）に参加するための休暇制度

企業（職場）内に託児所を設けること

子どもが満１歳になるまでの育児休業期間にある程度の給料保障がされる制度

育児休業期間が１年を超えてとれる制度

妊娠中の通勤・就労などに配慮した各種制度（時差出勤制度など）

自宅で仕事をすることができる制度（在宅勤務制度）

保育料に対する企業（職場）からの助成

特に希望することはない

その他

無回答

平成 30年調査（N=1399） 
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3 地域における子育て支援について 
① 放課後児童クラブの利用状況 
○放課後児童クラブの利用状況をみると、「現在利用している」が 26.3%と、平成 25 年調査
と比較して 11.0ポイント上昇している。 

○利用日数では、「ほぼ毎月の利用」が 55.9%と、平成 25年調査比較して 8.6ポイント上昇
している。 

 
＜小学生保護者：問 16＞ 
■放課後児童クラブの利用状況 

  
■放課後児童クラブの利用日数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

26.3

15.3

18.6 54.1

82.8

0.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=1422）

平成25年調査（N=2085）

現在利用している 以前利用していた

利用していない 無回答

55.9

47.3

41.4

34.8

2.7

17.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=374）

平成25年調査（N=319）

ほぼ毎月の利用 長期休業のみの利用 無回答



 

15 

② 放課後児童クラブ、放課後子ども教室の利用希望 
○放課後児童クラブの利用希望は、「ほぼ毎月利用したい」が 19.2%、「長期休業のみ利用し
たい」が 29.1%であり、平成 25年調査と比較すると合わせて 13.8ポイント上昇している。 

○放課後子ども教室では、「ほぼ毎月利用したい」が 35.4%と 5.1ポイント上昇している。 
 
＜小学生保護者：問 17＞ 
■放課後児童クラブの利用希望 

  
■放課後子ども教室の利用希望 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

19.2

12.8

29.1

21.7

46.0

60.7

5.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=1422）

平成25年調査（N=2085）

ほぼ毎月、利用したい 長期休業のみ利用したい

利用したくない 無回答

35.4

30.3

18.4

23.5

39.5

40.4

6.7

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=1422）

平成25年調査（N=2085）

利用したい
利用したくない
対象の事業がないのでよくわからない
無回答
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③ 小学５年生以降の望ましい放課後の過ごし方 
○小学 5年生以降の望ましい放課後の過ごし方では、「学校の部活動に関する」が 57.6%と最
も高く、次いで「塾や習い事、スポーツクラブに行く」が 50.0%、「自宅（家族）で過ごす」
が 49.6%となっており、平成 25年調査と大きな変化は見られない。 

 
＜小学生保護者：問 19＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

5.1 

49.6 

46.9 

49.1 

57.6 

11.8 

16.9 

50.0 

11.4 

11.8 

33.0 

0.7 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80%

N=1608

自宅（１人）で過ごす

自宅（家族）で過ごす

自宅や友人宅で友だちと遊ぶ

学校や公園などで遊ぶ

学校の部活動に参加する

放課後児童クラブで過ごす

学校の居場所づくり事業

塾や習い事、スポーツクラブに行く

子ども会等の地域活動に参加する

交流館や集会所などに行く

家の手伝いをする

その他

無回答
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④ 地域であったら良いと思う場所 
○地域であったら良いと思う場所については、いずれも「友だち同士でゆっくり話せる場所」
という回答が最も多かった。また、平成 25 年調査と同様に、青少年では「学校や職場以外
の仲間づくりができる場所」が求められている。 

 
＜中学生：問 25、高校生：問 25、青少年：問 12＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 

 

  

56.0 

30.5 

46.3 

30.5 

10.5 

7.6 

11.5 

1.0 

47.3 

28.5 

38.8 

31.3 

12.2 

4.7 

15.5 

1.9 

44.5 

19.4 

38.9 

24.6 

29.4 

7.4 

14.3 

0.8 

0% 20% 40% 60%

友だち同士でゆっくり話せる場所

音楽やダンスなどの趣味を楽しめる場所

スポーツを自由にできる場所

静かに勉強や考えごとができる場所

学校や職場以外の仲間づくりができる場所

その他

ない

無回答

中学生（N=1366）
高校生（N=425）
青少年（N=391）
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⑤ 放課後の子どもの居場所づくりへの参画意向 
○放課後の子どもの居場所づくりへの参加意向については、小学生保護者、中学生保護者とも
に、平成 25年調査と大きな変化はないものの、いずれも「必要だと思うが、参加は難しい」
という回答がわずかに上昇している。 

 
＜小学生保護者：問 35、一般市民：問 11＞ 

 

 

⑥「子ども食堂」の認知度 
○「子ども食堂」の認知度は、概ね 4割程度となっている。 
 
＜小学生保護者：問 40、中学生保護者：問 30、大学生：問 28、青少年：問 29、一般市民：問 12＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

7.6

7.8

8.5

8.1

16.0

18.4

22.5

25.6

66.8

62.4

59.4

56.8

7.5

6.2

8.1

7.2

2.2

5.2

1.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年小学生保護者（N=1422）

平成25年小学生保護者（N=2085）

平成30年一般市民（N=1399）

平成25年一般市民（N=1608）

内容の企画検討から参加してみたい

参加してもよい

必要だと思うが、参加は難しい

関心はない

無回答

44.9 

26.9 

39.8 

44.6 

41.7 

25.5 

16.6 

13.8 

21.6 

23.8 

29.1 

55.5 

45.5 

32.5 

32.4 

0.5 

1.0 

0.8 

1.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般市民（N=1399）

青少年（N=391）

大学生（N=123）

中学生保護者（N=1297）

小学生保護者（N=1422）

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答
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⑦「子ども食堂」のイメージ 
○「子ども食堂」のイメージは、「食事に困る世帯の子がご飯を食べる場」が最も高く、次い
で「忙しいお母さん達に対するボランティアによる子育て支援の場」となっている。 

 
＜大学生：問 28-1、青少年：問 29-1、一般市民：問 12-1＞ 

 
 
 

⑧ 学習支援や「子ども食堂」へのボランティア参加意向 
○学習支援や「子ども食堂」へのボランティアの参加意向は、「思う」「やや思う」を合わせ、
大学生が 57.7%、青少年が 42.5%、一般市民が 44.1%となっている。 

 
＜大学生：問 29、青少年：問 30、一般市民：問 13＞ 

 

 
 
 
 
 
 
  

34.8 

37.9 

42.4 

69.7 

31.8 

0.0 

0.0 

15.3 

17.4 

21.2 

31.5 

8.7 

1.0 

57.0 

24.0 

35.1 

55.9 

71.8 

18.7 

1.3 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもがワイワイとみんなでご飯を食べる場

食を通じて地域の人や友人などと過ごす場

忙しいお母さん達に対するボランティアによる

子育て支援の場

食事に困る世帯の子がご飯を食べる場

地域で「食育」を行う場

その他

無回答

大学生（N=123）
青少年（N=391）
一般市民（N=1399）

8.1 

10.0 

21.1 

36.0 

32.5 

36.6 

22.9 

26.1 

23.6 

15.7 

15.6 
5.7 

16.4 

12.8 

11.4 

0.9 

3.1 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般市民（N=1399）

青少年（N=391）

大学生（N=123）

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答
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4 普段の生活や家での過ごし方について 
① 普段の生活で感じていることや思っていること 
○普段の生活で感じていることや思っていることについて、小学４～６年生と中学生を比較す
ると、①がんばれば、むくわれる、②自分は価値のある人間だと思う をはじめ、ほとんど
の項目で中学生の方が低い結果であった。 

○特に、③自分は家族に大事にされている については、「とてもそう思う」という回答が、小
学４～６年生では 71.8%であったのに対し、中学生では 52.1%と 19.7 ポイント低くなっ
ている。 

 
＜小学４～６年生：問 26＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

40.4

26.4

71.8

36.9

47.4

56.5

39.2

59.2

20.1

25.5

90.0

91.8

43.8

34.8

20.1

30.5

22.8

22.7

32.2

32.2

23.0

30.7

7.7

5.0

11.5

26.5

4.9

19.8

15.2

11.7

19.7

5.0

33.6

29.8

0.4

0.8

3.2

10.3

2.0

10.9

12.4

6.7

6.5

1.7

21.1

11.6

0.3

1.1

1.2

2.0

1.3

1.8

2.2

2.4

2.5

1.8

2.2

2.4

1.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①がんばれば、むくわれる

②自分は価値のある人間だと思う

③自分は家族に大事にされている

④不安に感じる事はない

⑤孤独を感じることはない

⑥自分の将来が楽しみだ

⑦自分の意見が言えている

⑧他人の考えを尊重することは大切だと思う

⑨休みや休息する時間が少ない

⑩むかついたりキレそうになったりすることが多い

⑪他人の命は大切＜たいせつ＞だ

⑫自分の命は大切だ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

平成 30年調査（N=758） 
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＜中学生：問 26＞ 

 
 
 
   【平成 25年調査】 

 
 
 
 
 
 
  

32.9

14.4

52.1

21.8

34.2

29.5

26.6

61.0

25.3

24.6

84.0

77.3

42.7

35.7

34.9

29.2

30.5

33.0

36.2

31.1

29.5

30.1

11.3

14.2

15.1

33.4

7.8

28.2

21.4

23.4

24.9

4.0

30.4

29.2

1.3

3.9

7.0

14.1

2.9

18.4

11.3

11.8

9.7

1.5

12.1

13.2

1.0

2.2

2.3

2.5

2.2

2.3

2.5

2.3

2.5

2.3

2.6

2.8

2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①がんばれば、むくわれる

②自分は価値のある人間だと思う

③自分は家族に大事にされている

④不安に感じる事はない

⑤孤独を感じることはない

⑥自分の将来が楽しみだ

⑦自分の意見が言えている

⑧他人の考えを尊重することは大切だと思う

⑨休みや休息する時間が少ない

⑩むかついたりキレそうになったりすることが多い

⑪他人の命は大切だ

⑫自分の命は大切だ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

25.6

62.3

23.3

23.6

86.0

77.5

40.4

30.7

33.0

31.3

10.2

13.6

26.4

3.8

32.5

30.0

1.3

4.8

5.9

1.2

9.3

12.8

0.5

2.0

1.8

2.0

1.8

2.3

2.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の意見が言えている

他人の考えを尊重することは大切だと思う

休みや休息する時間が少ない

むかついたり切れそうになったりすることが多い

他人の命は大切だ

自分の命は大切だ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

平成 30年調査（N=1366） 

平成 25年調査（N=1467） 
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② 自分のことをどう思っているか 
○自分のことをどう思っているかについて、小学４～６年生、中学生ともに、平成 25 年調査
と比較してほとんど全ての項目で「そう思う」という回答が高くなっている。特に、小学４
～６年生の⑧自分のことが好きだ では、平成 25 年調査の 22.5%から 17.3 ポイント高く
なって 39.8%となっている。 

○中学生においても同様の結果であるが、小学４～６年生と比較するといずれの項目も低くな
っている。 

 
＜小学４～６年生：問 27＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 

 

15.4

10.6

22.6

32.5

35.4

22.3

39.1

39.8

40.5

35.4

40.1

42.6

24.0

34.7

36.7

32.2

30.7

37.7

26.8

17.3

21.0

28.9

15.4

14.6

11.6

14.6

9.1

6.1

18.1

12.1

7.3

11.7

1.7

1.7

1.5

1.6

1.6

2.0

1.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①勉強ができる

②友だちから人気がある

③正直だ

④人にやさしい

⑤運動がとくいだ

⑥勇気がある

⑦いろんなことをがんばる

⑧自分のことが好きだ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

7.1

6.3

13.4

20.5

25.0

15.8

24.1

22.5

29.5

27.0

42.1

41.9

28.8

28.3

37.6

26.3

40.3

43.5

31.1

27.8

24.5

37.4

25.3

25.3

21.2

21.0

11.4

7.7

19.9

16.3

10.8

23.9

1.9

2.1

2.0

2.1

1.8

2.2

2.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勉強や仕事ができる

友だちから人気がある

正直だ

人にやさしい

運動が得意だ

勇気がある

何事にもがんばる

自分のことが好きだ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

平成 30年調査（N=758） 

平成 25年調査（N=1314） 
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＜中学生：問 27＞ 

 

 
   【平成 25年調査】 

 

 
 
  

8.3

7.3

18.0

20.7

21.7

14.9

24.4

15.0

29.3

34.7

40.9

45.0

27.7

28.3

36.9

30.8

39.7

40.3

29.2

25.0

24.0

37.8

26.9

29.6

21.5

16.3

10.7

7.9

25.5

17.5

10.5

23.4

1.2

1.4

1.2

1.3

1.1

1.4

1.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①勉強や仕事ができる

②友だちから人気がある

③正直だ

④人にやさしい

⑤運動が得意だ

⑥勇気がある

⑦何事にもがんばる

⑧自分のことが好きだ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

5.0

5.3

15.1

17.1

18.3

11.0

19.0

12.3

24.9

32.2

39.3

44.4

28.1

26.0

38.2

24.9

44.8

45.2

33.4

29.9

29.3

43.8

29.0

35.9

23.2

15.4

10.6

6.8

22.6

17.5

11.9

25.2

2.0

1.9

1.7

1.8

1.6

1.8

1.8

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

勉強や仕事ができる

友だちから人気がある

正直だ

人にやさしい

運動が得意だ

勇気がある

何事にもがんばる

自分のことが好きだ

とてもそう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

平成 30年調査（N=1366） 

平成 25年調査（N=1467） 
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③ お父さんやお母さんは話を聞いてくれるか 
○小学４～６年生では、「よく聞いてくれる」がお父さんで 6 割程度、お母さんが 7 割程度で
あり、平成 25年調査と比較して大きな変化は見られない。 

○中学生では、「十分だと思う」が父親で 4 割程度、母親で 7 割程度であり、小学４～６年生
と比較して、父親との会話が少なくなっていることが分かる。 

○「お父さんやお母さんは話を聞いてくれるか」と「普段の生活の中で感じていることや思っ
ていること」の関係をみると、概ね話を聞いてくれると回答した児童ほど、肯定的な考え方
をもっていることが分かる。中学生生徒についても同様の結果である。 

 
＜小学４～６年生：問 12＞ 
■お父さん 

 
 
■お母さん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

57.0

54.8

28.1

27.1

6.1

7.2

2.4

3.6

6.5

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=758）

平成25年調査（N=1314）

よく聞いてくれる まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない ぜんぜん聞いてくれない

無回答

72.6

71.5

21.5

20.2

2.1

4.5

0.7

0.6

3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=758）

平成25年調査（N=1314）

よく聞いてくれる まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない ぜんぜん聞いてくれない

無回答
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■普段の生活で感じていることや思っていることとのクロス集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 40.5 44.7 10.9 3.4 0.6
よく聞いてくれる 100.0 47.7 40.7 9.0 2.3 0.2
まあまあ聞いてくれる 100.0 31.0 53.1 10.3 4.7 0.9
あまり聞いてくれない 100.0 19.6 41.3 28.3 8.7 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 33.3 50.0 16.7 0.0 0.0

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 26.8 35.1 26.7 10.2 1.3
よく聞いてくれる 100.0 33.3 34.0 23.8 7.9 0.9
まあまあ聞いてくれる 100.0 16.0 38.5 33.8 9.9 1.9
あまり聞いてくれない 100.0 21.7 32.6 26.1 17.4 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 11.1 27.8 11.1 50.0 0.0

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 72.9 20.2 4.4 1.8 0.7
よく聞いてくれる 100.0 82.6 13.7 2.5 0.5 0.7
まあまあ聞いてくれる 100.0 64.3 27.7 3.8 3.8 0.5
あまり聞いてくれない 100.0 30.4 47.8 19.6 0.0 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 50.0 16.7 16.7 16.7 0.0

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 36.8 31.6 19.9 10.6 1.1
よく聞いてくれる 100.0 41.0 32.2 18.1 7.9 0.9
まあまあ聞いてくれる 100.0 32.9 29.1 24.9 11.7 1.4
あまり聞いてくれない 100.0 19.6 41.3 15.2 21.7 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 27.8 22.2 16.7 33.3 0.0

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 48.0 23.1 14.5 12.8 1.6
よく聞いてくれる 100.0 55.8 19.0 11.6 12.7 0.9
まあまあ聞いてくれる 100.0 37.6 29.6 18.3 11.7 2.8
あまり聞いてくれない 100.0 23.9 37.0 23.9 13.0 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 44.4 11.1 16.7 27.8 0.0

■表側：お父さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 58.0 22.4 11.4 6.5 1.7
よく聞いてくれる 100.0 65.0 20.8 9.5 3.7 0.9
まあまあ聞いてくれる 100.0 50.7 23.0 14.6 8.5 3.3
あまり聞いてくれない 100.0 30.4 32.6 13.0 21.7 2.2
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 44.4 27.8 16.7 11.1 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 40.6 43.9 11.7 3.1 0.7
よく聞いてくれる 100.0 46.0 42.9 8.2 2.4 0.5
まあまあ聞いてくれる 100.0 25.2 50.9 19.0 4.3 0.6
あまり聞いてくれない 100.0 25.0 12.5 43.8 12.5 6.3
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 0.0 20.0 60.0 20.0 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 26.3 35.3 26.6 10.5 1.4
よく聞いてくれる 100.0 30.4 34.5 25.3 8.7 1.1
まあまあ聞いてくれる 100.0 14.7 41.1 30.1 12.3 1.8
あまり聞いてくれない 100.0 6.3 12.5 37.5 37.5 6.3
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 20.0 0.0 20.0 60.0 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 72.6 19.8 4.9 2.0 0.7
よく聞いてくれる 100.0 80.7 14.5 3.8 0.4 0.5
まあまあ聞いてくれる 100.0 51.5 37.4 6.7 3.7 0.6
あまり聞いてくれない 100.0 31.3 6.3 25.0 31.3 6.3
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 0.0 60.0 0.0 40.0 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 37.3 30.8 19.5 11.2 1.2
よく聞いてくれる 100.0 39.8 31.6 18.5 9.1 0.9
まあまあ聞いてくれる 100.0 31.3 29.4 23.9 13.5 1.8
あまり聞いてくれない 100.0 18.8 25.0 0.0 50.0 6.3
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 20.0 0.0 40.0 40.0 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 47.7 22.9 15.3 12.5 1.6
よく聞いてくれる 100.0 52.5 20.9 13.5 12.0 1.1
まあまあ聞いてくれる 100.0 34.4 29.4 21.5 11.7 3.1
あまり聞いてくれない 100.0 18.8 25.0 18.8 31.3 6.3
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 40.0 20.0 0.0 40.0 0.0

■表側：お母さんはあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 57.1 22.5 11.7 6.9 1.8
よく聞いてくれる 100.0 60.9 22.2 9.8 5.6 1.5
まあまあ聞いてくれる 100.0 50.3 24.5 16.6 6.7 1.8
あまり聞いてくれない 100.0 12.5 18.8 12.5 43.8 12.5
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 0.0 0.0 60.0 40.0 0.0

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 
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＜中学生：問 14＞ 
■父親との会話 

  
■母親との会話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

45.7

40.5

23.6

24.7

16.0

16.5

7.2

9.5

7.5

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=1366）

平成25年調査（N=1467）

十分だと思う
どちらかと言えば十分だと思う
やや不足していると思う
不足していると思う
無回答

72.0

69.1

18.4

19.8

6.1

5.9

1.4

2.3

2.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査（N=1366）

平成25年調査（N=1467）

十分だと思う
どちらかと言えば十分だと思う
やや不足していると思う
不足していると思う
無回答
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■普段の生活で感じていることや思っていることとのクロス集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 34.3 43.2 15.2 6.7 0.6
十分だと思う 100.0 40.4 39.6 13.5 6.1 0.5
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 25.5 48.1 19.6 5.9 0.9
やや不足していると思う 100.0 31.2 49.1 11.9 6.9 0.9
不足していると思う 100.0 31.3 37.4 19.2 12.1 0.0

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 15.0 37.6 33.6 13.1 0.8
十分だと思う 100.0 19.2 38.3 29.8 11.9 0.8
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 10.2 35.7 42.2 10.6 1.2
やや不足していると思う 100.0 11.0 41.3 32.6 14.7 0.5
不足していると思う 100.0 12.1 31.3 31.3 25.3 0.0

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 53.2 35.6 7.8 2.9 0.6
十分だと思う 100.0 62.3 29.2 6.3 1.6 0.6
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 44.4 43.5 9.3 2.2 0.6
やや不足していると思う 100.0 50.0 39.9 7.3 2.3 0.5
不足していると思う 100.0 31.3 40.4 14.1 14.1 0.0

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 22.4 30.0 28.3 18.6 0.6
十分だと思う 100.0 27.4 29.5 25.8 16.7 0.6
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 16.5 32.6 34.2 16.1 0.6
やや不足していると思う 100.0 18.8 29.8 27.1 23.4 0.9
不足していると思う 100.0 18.2 25.3 28.3 28.3 0.0

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 35.7 31.3 21.5 10.8 0.8
十分だと思う 100.0 41.8 29.0 18.6 9.8 0.8
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 29.5 37.3 24.5 7.8 0.9
やや不足していると思う 100.0 30.3 30.3 25.7 12.8 0.9
不足していると思う 100.0 29.3 28.3 20.2 22.2 0.0

■表側：父親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 30.2 33.8 24.1 11.2 0.6
十分だと思う 100.0 36.4 32.9 19.7 10.6 0.5
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 23.9 36.0 28.3 10.6 1.2
やや不足していると思う 100.0 24.3 37.2 27.1 11.0 0.5
不足していると思う 100.0 25.3 25.3 31.3 18.2 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 33.6 43.3 15.2 7.2 0.6
十分だと思う 100.0 37.8 41.2 13.7 6.7 0.5
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 18.7 53.2 20.6 6.7 0.8
やや不足していると思う 100.0 28.6 44.0 16.7 9.5 1.2
不足していると思う 100.0 31.6 21.1 15.8 31.6 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 14.7 36.0 34.2 14.3 0.7
十分だと思う 100.0 16.6 36.1 34.2 12.4 0.7
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 8.7 36.9 35.7 18.3 0.4
やや不足していると思う 100.0 10.7 33.3 33.3 20.2 2.4
不足していると思う 100.0 15.8 31.6 21.1 31.6 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 53.4 35.3 7.8 2.9 0.6
十分だと思う 100.0 59.8 31.3 6.7 1.5 0.6
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 36.9 48.8 9.9 4.0 0.4
やや不足していると思う 100.0 31.0 41.7 15.5 10.7 1.2
不足していると思う 100.0 36.8 31.6 5.3 26.3 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 22.2 29.7 28.8 18.7 0.6
十分だと思う 100.0 24.6 29.7 27.4 17.7 0.6
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 14.3 27.8 36.5 21.0 0.4
やや不足していると思う 100.0 16.7 34.5 26.2 21.4 1.2
不足していると思う 100.0 26.3 31.6 15.8 26.3 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 34.5 31.2 22.0 11.4 0.8
十分だと思う 100.0 39.0 29.8 20.2 10.3 0.7
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 21.8 36.5 27.8 12.7 1.2
やや不足していると思う 100.0 20.2 33.3 27.4 17.9 1.2
不足していると思う 100.0 36.8 21.1 15.8 26.3 0.0

■表側：母親と話す時間は十分だと思いますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 29.9 33.6 23.9 12.0 0.6
十分だと思う 100.0 32.5 33.7 22.4 10.9 0.6
どちらかと言えば十分だと思う 100.0 23.4 35.7 26.6 13.9 0.4
やや不足していると思う 100.0 21.4 29.8 29.8 17.9 1.2
不足していると思う 100.0 21.1 21.1 42.1 15.8 0.0

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 
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④ 熱中したり夢中になったりすること 
○熱中したり夢中になったりすることについては、中学生や高校生では 9割程度があると回答
しており、青少年では 8割程度となっている。 

 
＜中学生：問 6、高校生：問 6、青少年：問 5＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

90.4

92.0

88.0

89.0

80.1

76.2

7.8

7.1

10.8

10.5

18.9

22.7

1.8

1.0

1.2

0.4

1.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査中学生（N=1366）

平成25年調査中学生（N=1467）

平成30年調査高校生（N=425）

平成25年調査高校生（N=474）

平成30年調査青少年（N=391）

平成25年調査青少年（N=370）

熱中したり、夢中になることがある

ない

無回答
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⑤ 外出の頻度 
○「ふだんは家にいる」は、中学生が 5.4%、高校生が 4.0%、青少年が 5.9%となっている。
このうち、その状態になってから 6 か月以上に及ぶ人の割合は、それぞれ 3.5%、2.8%、
3.6%となっている。 

 
＜中学生：問 7、高校生：問 7、青少年：問 6＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

81.3 

4.1 

3.3 

5.1 

2.9 

0.7 

1.1 

0.7 

0.8 

91.1 

1.2 

0.7 

2.4 

2.6 

0.9 

0.5 

0.0 

0.7 

82.1 

3.8 

2.8 

3.6 

3.3 

2.6 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校や仕事で平日はほぼ毎日外出する

学校や仕事で週に３～４日外出する

学校や仕事ではあまり外出しないが、

遊び等で頻繁に外出する

学校や仕事ではあまり外出しないが、

遊び等でときどき外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味に

関する用事のときだけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニ

などには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答

中学生（N=1366）
高校生（N=425）
青少年（N=391）
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⑥ 将来の仕事について考えたこと 
○中学生及び高校生では、「やりたい仕事がある」が 4割以上、「やりたい仕事を考えることは
あるが、まだ決まっていない」も 3割以上となっている。 

○青少年では、「やりたい仕事がある」が 32.8%であり、平成 25年調査から 7.7ポイント低
下している。一方、「働くつもりはない」は 1.6%であり、平成 25年調査から 2.0ポイント
低下している。 

 
＜中学生：問 46、高校生：問 46、青少年：問 33＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

32.8 

45.0 

46.5 

33.6 

37.8 

34.0 

18.9 

14.8 

16.7 

1.6 

0.7 

0.8 

13.1 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青少年（N=391）

高校生（N=425）

中学生（N=1366）

やりたい仕事がある
やりたい仕事を考えることはあるが、まだ決まっていない
いずれは働きたいが、仕事については、とくに考えたことがない
働くつもりはない
無回答
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⑦「豊田市青少年センター」「豊田市若者サポートステーション」の認知度 
○「豊田市青少年センター」の認知度は、高校生で 25.4%、中学生で 19.8%、青少年で 13.8%、
大学生で 4.9%となっている。「豊田市若者サポートステーション」の認知度については、い
ずれも 1割未満であった。 

 
＜中学生：問 37, 39、高校生：問 37, 39、大学生：問 18, 19、青少年：問 19, 20＞ 
■豊田市青少年センターの認知度 

  
■豊田市若者サポートステーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

19.8

25.4

4.9

13.8

79.1

73.9

94.3

85.2

1.2

0.7

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（N=1366）

高校生（N=425）

大学生（N=123）

青少年（N=391）

知っている 知らない 無回答

3.3

2.8

2.4

2.3

95.4

95.8

96.7

96.7

1.3

1.4

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（N=1366）

高校生（N=425）

大学生（N=123）

青少年（N=391）

知っている 知らない 無回答
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5 学校や地域での生活について 
① 学校の先生は話を聞いてくれるか 
○学校の先生が話を「よく聞いてくれる」という回答は、小学４～６年生と中学生を比較する
と、中学生の方が低くなっているが、平成 25年調査と比較するといずれも高くなっている。 

○「学校の先生は話を聞いてくれるか」と「普段の生活の中で感じていることや思っているこ
と」の関係をみると、小学４～６年生、中学生ともに、聞いてくれると回答した子どもほど、
肯定的な考え方をもっている。 

 
＜小学４～６年生：問 16、中学生：問 17＞ 

 

 
■普段の生活で感じていることや思っていることとのクロス集計結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

65.8

58.1

49.4

44.7

28.9

31.2

41.2

44.0

2.8

7.2

5.1

6.8

1.3

2.2

2.7

2.9

1.2

1.3

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査小学４～６年生（N=758）

平成25年調査小学校高学年（N=1314）

平成30年調査中学生（N=1356）

平成25年調査中学生（N=1467）

よく聞いてくれる まあまあ聞いてくれる

あまり聞いてくれない ぜんぜん聞いてくれない

無回答

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 40.3 44.3 11.5 3.2 0.7
よく聞いてくれる 100.0 45.5 42.7 8.8 2.2 0.8
まあまあ聞いてくれる 100.0 31.5 50.2 14.6 3.7 0.0
あまり聞いてくれない 100.0 23.8 33.3 28.6 9.5 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 10.0 20.0 40.0 30.0 0.0

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 26.3 35.2 26.8 10.1 1.5
よく聞いてくれる 100.0 28.7 35.7 25.9 7.8 2.0
まあまあ聞いてくれる 100.0 22.8 37.4 28.8 11.0 0.0
あまり聞いてくれない 100.0 9.5 19.0 38.1 28.6 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 20.0 0.0 10.0 70.0 0.0

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 72.0 20.2 4.9 2.0 0.9
よく聞いてくれる 100.0 76.0 17.2 4.2 1.4 1.2
まあまあ聞いてくれる 100.0 68.0 24.2 6.8 0.9 0.0
あまり聞いてくれない 100.0 42.9 47.6 0.0 4.8 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 20.0 20.0 10.0 50.0 0.0

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 37.0 30.7 19.9 11.1 1.3
よく聞いてくれる 100.0 39.7 29.9 19.4 9.6 1.4
まあまあ聞いてくれる 100.0 30.6 34.7 21.0 12.8 0.9
あまり聞いてくれない 100.0 28.6 19.0 28.6 19.0 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 60.0 10.0 0.0 30.0 0.0

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 47.8 22.8 15.4 12.3 1.7
よく聞いてくれる 100.0 50.7 21.6 13.4 12.4 1.8
まあまあ聞いてくれる 100.0 42.9 25.6 18.7 11.9 0.9
あまり聞いてくれない 100.0 28.6 28.6 23.8 14.3 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 50.0 10.0 20.0 10.0 10.0

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 57.0 22.7 11.7 6.7 1.9
よく聞いてくれる 100.0 61.3 22.0 9.8 4.8 2.0
まあまあ聞いてくれる 100.0 51.6 25.6 12.8 8.7 1.4
あまり聞いてくれない 100.0 23.8 19.0 38.1 14.3 4.8
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 30.0 0.0 30.0 40.0 0.0



 

33 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

A：とてもそう思う  B：どちらかというとそう思う 
C：あまりそう思わない D：そう思わない    E：無回答 

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：①がんばれば、むくわれる
  合計 A B C D E
全体 100.0 33.1 43.9 15.2 7.3 0.5
よく聞いてくれる 100.0 43.3 39.4 12.1 4.9 0.3
まあまあ聞いてくれる 100.0 23.3 51.3 16.8 7.9 0.7
あまり聞いてくれない 100.0 18.8 36.2 27.5 17.4 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 22.2 27.8 25.0 22.2 2.8

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：②自分は価値のある人間だと思う
  合計 A B C D E
全体 100.0 14.5 36.4 33.8 14.5 0.7
よく聞いてくれる 100.0 18.4 39.3 30.4 11.3 0.6
まあまあ聞いてくれる 100.0 10.2 36.0 39.2 14.0 0.7
あまり聞いてくれない 100.0 14.5 20.3 26.1 39.1 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 11.1 22.2 27.8 36.1 2.8

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：③自分は家族に大事にされている
  合計 A B C D E
全体 100.0 53.1 35.5 7.9 3.0 0.4
よく聞いてくれる 100.0 63.0 29.9 4.9 1.9 0.3
まあまあ聞いてくれる 100.0 44.5 42.6 10.2 2.1 0.5
あまり聞いてくれない 100.0 34.8 31.9 20.3 13.0 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 38.9 36.1 5.6 16.7 2.8

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：④不安に感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 22.2 29.9 28.6 18.7 0.5
よく聞いてくれる 100.0 28.1 29.9 26.4 15.4 0.3
まあまあ聞いてくれる 100.0 15.6 33.1 31.3 19.3 0.7
あまり聞いてくれない 100.0 17.4 15.9 29.0 37.7 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 25.0 8.3 27.8 36.1 2.8

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：⑤孤独を感じることはない
  合計 A B C D E
全体 100.0 34.8 31.0 21.9 11.5 0.7
よく聞いてくれる 100.0 43.9 27.5 19.3 8.7 0.7
まあまあ聞いてくれる 100.0 25.8 36.3 24.5 12.7 0.7
あまり聞いてくれない 100.0 29.0 21.7 24.6 24.6 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 16.7 33.3 25.0 22.2 2.8

■表側：学校の先生はあなたの話を聞いてくれると思いますか。
■表頭：⑥自分の将来が楽しみだ
  合計 A B C D E
全体 100.0 30.2 33.4 23.9 11.9 0.5
よく聞いてくれる 100.0 37.0 33.0 21.3 8.4 0.3
まあまあ聞いてくれる 100.0 24.3 34.7 27.5 12.7 0.7
あまり聞いてくれない 100.0 20.3 33.3 20.3 26.1 0.0
ぜんぜん聞いてくれない 100.0 13.9 22.2 22.2 38.9 2.8
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② いじめの実態 
○いじめ実態をみると、平成 25 年調査と比較して、小学４～６年生、小学生保護者ともに、
「いじめを受けたり、見たり聞いたりしたことはない」という回答が上昇している。中学生、
中学生保護者についても、同様の結果である。 

○一方で、小学生４～６年生では、「いじめを受けたことがある」が 22.2%と 2.7ポイント上
昇しているものの、小学生保護者では 26.3%から 19.7%へ 6.6ポイント低下している。 

 
＜小学４～６年生：問 19＞ 

  
＜小学生保護者：問 31＞ 

 

 
 
  

22.2

6.6

24.7

51.3

2.0

5.9

19.5

7.3

30.2

42.4

3.1

14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いじめを受けたことがある

ほかの人をいじめたことがある

ほかの人がいじめを受けているのを見たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

平成30年調査（N=758） 平成25年調査（N=1314）

19.7

3.2

24.5

56.8

3.4

1.8

26.3

4.7

42.7

37.3

3.8

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の子どもがいじめを受けたことがある

自分の子どもが他の子をいじめたことがある

他の子がいじめを受けているのを見たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

平成30年調査（N=1422） 平成25年調査（N=2085）
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＜中学生：問 20＞ 

  
＜中学生保護者：問 22＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

17.2

5.8

27.6

54.5

1.9

3.9

20.2

9.1

35.5

46.5

1.8

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いじめを受けたことがある

ほかの人をいじめたことがある

ほかの人がいじめを受けているのを見たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

平成30年調査（N=1366） 平成25年調査（N=1467）

24.6

3.5

35.3

43.3

3.2

1.9

26.3

4.7

42.7

37.3

3.8

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の子どもがいじめを受けたことがある

自分の子どもが他の子をいじめたことがある

他の子がいじめを受けているのを見たり聞いたりしたことがある

いじめを受けたり、見たり聞いたりしたことはない

その他

無回答

平成30年調査（N=1297） 平成25年調査（N=1350）
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③ 不登校の実態 
○不登校の実態をみると、不登校にはなっていないものの、学校へ行きたくないことが「よく
あった」「ときどきあった」と回答している子どもが 5割程度となっていることが分かる。 

 
＜小学４～６年生：問 20＞ 

 
 
＜小学生保護者：問 32＞ 

 
 
 
 
 
 
  

11.6

34.0

26.1

26.6

1.6

13.4

35.2

25.9

22.5

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

よくあった

ときどきあった

ほとんどない

一度もない

無回答

平成30年調査（N=758） 平成25年調査（N=1314）

1.2

7.2

0.1

88.0

3.4

0.6

7.0

0.4

86.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった

時々あった

現在学校に行っていない

ない

無回答

平成30年調査（N=1422） 平成25年調査（N=2085）
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＜中学生：問 21＞ 

 
 
＜中学生保護者：問 23＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

14.7

40.6

22.7

19.1

0.4

2.4

13.4

35.2

25.9

22.5

0.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

よくあった

ときどきあった

ほとんどない

一度もない

現在学校に行っていない

無回答

平成30年調査（N=1366） 平成25年調査（N=1467）

2.8

9.3

0.4

85.1

2.5

2.4

8.2

0.5

87.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった

時々あった

現在学校に行っていない

ない

無回答

平成30年調査（N=1297） 平成25年調査（N=1350）
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④ 嫌なことをされたり言われたこと 
○小学生保護者、中学生保護者ともに、「子どもの心が傷つくようなことを言ったことがある」
が 5割以上であり、平成 25年調査と比較してもわずかに上昇している。 

 
＜小学４～６年生：問 31＞ 

 
 
＜小学生保護者：問 36＞ 

 

 
 
 
 
 
  

35.1

15.2

11.2

17.2

51.6

2.4

33.2

14.6

9.7

16.3

49.5

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

心がきずつくことを言われたことがある

心がきずつくことをされたことがある

自分が悪いことをして、そのことでたたかれたり、けられたりしたことがある

自分は悪いことをしていないのに、たたかれたり、けられたりしたことがある

ない

無回答

平成30年調査（N=758） 平成25年調査（N=1314）

58.4

12.7

20.8

2.1

29.2

2.4

55.2

13.4

25.5

2.3

30.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの心が傷つくようなことを言ったことがある

子どもの心が傷つくようなことをしたことがある

子どもをたたいたりするなどの体罰をした

その他

特にない

無回答

平成30年調査（N=1422） 平成25年調査（N=2085）
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＜中学生：問 31＞ 

  
＜中学生保護者：問 26＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.4

13.3

5.9

9.9

57.2

5.1

33.3

11.2

7.3

9.5

54.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心が傷つくことを言われたことがある

心が傷つくことをされたことがある

自分が悪いことをして、そのことでたたかれたり、けられたりしたことがある

自分は悪いことをしていないのに、たたかれたり、けられたりしたことがある

ない

無回答

平成30年調査（N=1366） 平成25年調査（N=1467）

57.0

11.1

19.5

2.6

32.2

1.7

51.8

1.6

5.0

2.4

36.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの心が傷つくようなことを言ったことがある

子どもの心が傷つくようなことをしたことがある

子どもをたたいたりするなどの体罰をした

その他

特にない

無回答

平成30年調査（N=1297） 平成25年調査（N=1350）
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⑤ 地域の行事や活動への参加頻度 
○地域の行事や活動への参加頻度について、「できるだけ多く参加している」は小学４～６年
生で 51.3%、中学生 31.6%、高校生で 6.1%、青少年で 1.8%であり、いずれも平成 25
年調査と比較して低くなっている。 

 
＜小学４～６年生：問 21、中学生：問 22、高校生：問 22、青少年：問 9＞ 

 
 
   【平成 25年調査】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

51.3

31.6

6.1

1.8

35.1

40.8

32.0

16.6

10.9

26.0

59.5

79.5

1.1

0.7

0.9

1.0

1.6

1.0

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学４～６年生（N=758）

中年生（N=1366）

高校生（N=425）

青少年（N=391）

できるだけ多く参加している ときどき参加している

ほとんど参加していない その他

無回答

55.9

32.4

7.2

4.6

29.2

42.1

27.2

16.5

11.7

24.0

63.5

77.0

1.1

0.5

0.8

1.4

2.1

1.0

1.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学高年生（N=1314）

中年生（N=1467）

高校生（N=474）

青少年（N=370）

できるだけ多く参加している ときどき参加している

ほとんど参加していない その他

無回答
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⑥ 近所や地域の大人とすること 
○近所や地域の大人とすることについて、「あいさつをする人がいる」が 84.6%で最も高く、
次いで「地域のお祭りや行事に参加している」が 55.7%、「声をかけてくれる人がいる」が
53.2%となっており、平成 25年調査と比較して大きな変化は見られない。 

 
＜小学４～６年生：問 22＞ 

 
 
 
   【平成 25年調査】 

 
 
 
 
 
 
 
  

84.6 

53.2 

31.7 

9.1 

6.7 

21.5 

55.7 

3.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつをする人がいる

声をかけてくれる人がいる

会えば話をする人がいる

いっしょにスポーツや楽器の演奏などの活動をする人がいる

なやみごとを相談できる人がいる

悪いことをしたときに注意してくれる人がいる

地域のお祭りや行事に参加している

ない

無回答

83.6 

55.7 

30.3 

8.1 

7.5 

25.7 

53.9 

4.7 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつをする人がいる

声をかけてくれる人がいる

会えば話をする人がいる

いっしょにスポーツや楽器の演奏などの活動をする人がいる

なやみごとを相談できる人がいる

悪いことをしたときに注意してくれる人がいる

地域のお祭りや行事に参加している

ない

無回答

平成 30年調査（N=758） 

平成 25年調査（N=1314） 
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6 子どもの権利について 
① 豊田市における「子どもの権利」の尊重に関する現状認識 
○「子どもの権利」の尊重に関する現状認識は、中学生及び高校生で、「尊重されている」「ま
あ尊重されている」を合わせて 58.4%、52.5%であり、平成 25年調査から 10ポイント以
上上昇している。 

 
＜小学生保護者：問 39、中学生：問 35、中学生保護者：問 29、高校生：問 35、一般市民：問 19＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3.9 

3.9 

3.2 

10.4 

2.9 

4.0 

9.6 

16.1 

3.6 

5.1 

35.3 

36.5 

30.2 

42.1 

38.8 

39.9 

36.5 

42.3 

39.1 

41.5 

9.1 

10.4 

16.5 

13.9 

12.2 

13.8 

17.7 

14.3 

13.6 

10.9 

2.1 

2.4 

5.7 
3.3 

3.3 

2.9 

4.9 

5.1 
2.5 

2.3 

45.5 

43.5 

38.6 

29.4 

40.4 

35.8 

24.9 

20.4 

38.6 

36.7 

4.1 

3.2 

5.9 

0.9 

2.3 

3.6 

6.4 

1.7 

2.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H25一般市民（N=1608)

H30一般市民（N=1399)

H25高校生（N=1287)

H30高校生（N=425)

H25中学生保護者（N=1350)

H30中学生保護者（N=1297)

H25中学生（N=1467)

H30中学生（N=1366)

H25小学生保護者（N=2085)

H30小学生保護者（N=1422)

尊重されている まあ尊重されている あまり尊重されていない

尊重されていない どちらともいえない 無回答
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②「豊田市子ども条例」「とよた子どもの権利相談室」の認知度 
○「とよた子どもの権利相談室」の認知度は、小学 4～6 年生、中学生、高校生で認知度が大
きく上昇している。 

 
＜小学１～３年生：問 19, 20、小学４～６年生：問 32, 33、中学生：問 32, 33、高校生：問 32, 33＞ 
■「豊田市子ども条例」の認知度 

 

  
■「とよた子どもの権利相談室」の認知度 

 

 
 
 
 
  

18.1 

22.3 

8.5 

6.0 

78.9 

75.3 

87.6 

91.5 

3.0 

2.4 

3.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25小学4～6年生（N=1314)

H30小学4～6年生（N=758)

H25小学1～3年生（N=1287)

H30小学1～3年生（N=827)

知っている 知らない 無回答

2.5 

2.8 

2.5 

3.3 

29.3 

30.8 

29.0 

25.3 

65.6 

65.9 

66.9 

70.6 

2.5 

0.5 

1.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25高校生（N=2085)

H30高校生（N=425)

H25中学生（N=1467)

H30中学生（N=1366)

内容まで知っている あることを知っている 知らない 無回答

22.8 

46.4 

16.2 

12.0 

74.6 

51.2 

80.8 

86.5 

2.7 

2.4 

3.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25小学4～6年生（N=1314)

H30小学4～6年生（N=758)

H25小学1～3年生（N=1287)

H30小学1～3年生（N=827)

知っている 知らない 無回答

20.0 

46.4 

21.7 

50.6 

77.6 

53.2 

76.6 

48.6 

2.3 

0.5 

1.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25高校生（N=2085)

H30高校生（N=425)

H25中学生（N=1467)

H30中学生（N=1366)

知っている 知らない 無回答
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③ 大切にしたいと思う「子どもの権利」 
○特に大切にしたい権利は、中学生及び高校生では「差別されないこと」、大学生では「家族
が仲良く、一緒に過ごす時間をもつこと」、青少年から一般市民では「安心して生活できる
こと」が最も高くなっている。 

 
＜小学４～６年生：問 34、小学生保護者：問 38、中学生：問 34、中学生保護者：問 28、 

高校生：問 34、大学生：問 22、青少年：問 23、一般市民：問 18＞ 
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④「子ども会議（子ども委員）」の活動への関心 
○「子ども会議（子ども委員）」の活動について、小学４～６年生では 29.3%、中学生では 24.0%、
高校生では 16.5%が「子ども委員がどのようなものか知りたい」と回答している。 

○小学生保護者、中学生保護者の約 6割、一般市民の約 7割が「良いことだと思う」と回答し
ている。 

 
＜小学４～６年生：問 35、中学生：問 36、高校生：問 36＞ 

 
 
＜小学生保護者：問 34、中学生保護者：問 25、一般市民：問 15＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6.1 

3.8 

3.1 

29.3 

24.0 

16.5 

39.6 

40.6 

48.5 

21.6 

29.4 

31.1 

3.4 

2.1 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学４～６年生

中学生

高校生

子ども委員として活動してみたい（今、活動している）
子ども委員がどのようなものか知りたい
あまり興味はない
どちらともいえない、わからない
無回答

59.6 

57.3 

68.8 

1.2 

1.6 

2.4 

37.1 

39.8 

28.1 

2.1 

1.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生保護者

中学生保護者

一般市民

良いことだと思う 良いことだと思わない
どちらともいえない 無回答

小学４～６年生（N=758） 

中学生（N=1366） 

高校生（N=425） 

小学生保護者（N=1422） 

中学生保護者（N=1297） 

一般市民（N=1399） 
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⑤「子どもの貧困」の認知度 
○「子どもの貧困」については、小学生及び中学生保護者、大学生では 4割以上が「知ってい
る」と回答している。 

 
＜小学生保護者：問 41、中学生保護者：問 31、大学生：問 23、青少年：問 24、一般市民：問 20＞ 

 

 
 

⑥「子どもの貧困」は誰を取り巻く問題か 
○「子どもの貧困」は誰を取り巻く問題かについては、小学生及び中学生保護者、一般市民で
は「家庭全員」が最も多く、大学生、青少年では「家庭と地域」が最も高くなっている。 

 
＜小学生保護者：問 41-1、中学生保護者：問 31-1、大学生：問 23-1、 

青少年：問 24-1、一般市民：問 20-1＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

35.2 

24.8 

43.1 

43.3 

44.3 

37.6 

40.7 

30.1 

31.3 

32.4 

26.2 

33.2 

26.0 

23.0 

18.6 

1.0 

1.3 

0.8 

2.4 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般市民（N=1399)

青少年（N=391)

大学生（N=123)

中学生保護者（N=1297)

小学生保護者（N=1422)

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答
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⑦「子どもの貧困」に対して必要な支援 
○「子どもの貧困」に対して必要な支援としては、いずれも「衣食住など生活・福祉の支援」
が最も高くなっている。その他、小学生及び中学生保護者では「学校や学習習慣など教育の
支援」、青少年では「家庭での過ごし方や親子関係などの子育ての支援」、一般市民では「居
場所や見守りなど地域の支援」が比較的高くなっている。 

 
＜小学生保護者：問 41-2、中学生保護者：問 31-2、大学生：問 23-2、 

青少年：問 24-2、一般市民：問 20-2＞ 
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7 豊田市に対する印象について 
① 住みよいまち／安心･安全なまち／いじめのないまち 
○住みよいまちについては、小学１～３年生では 70.3%、小学４～６年生では 66.1%、中学
生では 42.9%、高校生では 32.9%が「そう思う」と回答している。 

○安心･安全なまち、いじめのないまちについては、いずれも平成 25年調査と比較して「そう
思う」という回答が上昇している。 

 
＜小学１～３年生：問 21～23、小学４～６年生：問 40～42、中学生：問 51～53、高校生：問 51～53＞ 
■住みよいまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

70.3 

66.1 

42.9 

32.9 

20.2 

23.2 

42.5 

52.9 

3.6 

5.3 

8.9 

11.8 

3.9 

2.8 

3.4 

1.4 

2.1 

2.6 

2.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学１～３年生

小学４～６年生

中学生

高校生

思う どちらかといえば思う

とちらかといえば思わない 思わない

無回答

小学１～３年生（N=827） 
小学４～６年生（N=758） 
中学生（N=1366） 
高校生（N=425） 
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■安心･安全なまち 

 
 
   【平成 25年調査】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

50.8 

37.3 

23.7 

20.2 

29.7 

37.9 

41.7 

45.4 

9.9 

15.2 

24.7 

24.9 

7.6 

7.1 

7.6 

8.2 

1.9 

2.5 

2.3 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学１～３年生

小学４～６年生

中学生

高校生

思う どちらかといえば思う

とちらかといえば思わない 思わない

無回答

47.2 

27.6 

17.1 

10.3 

28.7 

37.6 

41.0 

44.3 

12.9 

21.4 

29.5 

34.6 

9.0 

8.7 

10.4 

10.3 

2.2 

4.7 

2.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学１～３年生

小学４～６年生

中学生

高校生

思う どちらかといえば思う

とちらかといえば思わない 思わない

無回答

小学１～３年生（N=827） 
小学４～６年生（N=758） 
中学生（N=1366） 
高校生（N=425） 

小学１～３年生（N=1287） 
小学４～６年生（N=1314） 
中学生（N=1467） 
高校生（N=474） 
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■いじめのないまち 

 
 
   【平成 25年調査】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

34.5 

24.9 

11.9 

8.9 

28.8 

36.8 

40.9 

40.2 

17.3 

22.0 

30.7 

33.6 

17.4 

13.7 

14.1 

16.2 

2.1 

2.5 

2.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学１～３年生

小学４～６年生

中学生

高校生

思う どちらかといえば思う

とちらかといえば思わない 思わない

無回答

32.7 

19.1 

8.6 

4.2 

25.4 

36.3 

37.2 

38.6 

19.6 

26.4 

35.0 

41.4 

20.0 

13.6 

17.3 

15.6 

2.3 

4.6 

2.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学１～３年生

小学４～６年生

中学生

高校生

思う どちらかといえば思う

とちらかといえば思わない 思わない

無回答

小学１～３年生（N=827） 
小学４～６年生（N=758） 
中学生（N=1366） 
高校生（N=425） 

小学１～３年生（N=1287） 
小学４～６年生（N=1314） 
中学生（N=1467） 
高校生（N=474） 
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② 子どもが暮らしやすく健全に育っていけるまちだと思うか 
○「充実している」「まあ充実している」を合わせて、充実しているという回答が多かったも
のとしては、①行政の子育て支援サービス、②学校教育、④子ども会や PTAの活動、⑦自然
環境がある。一方で、「あまり充実していない」「充実していない」を合わせて、充実してい
ないという回答が多かったものとしては、⑥公園や児童館などの遊び場、⑤地域や隣近所の
子育ての助け合いがある。 

 
＜小学生保護者：問 29＞ 

 

＜中学生保護者：問 20＞ 

 

15.3

13.5

6.8

18.0

7.2

6.7

17.0

3.9

56.1

62.5

48.5

57.6

37.6

27.4

47.9

32.7

11.7

12.9

24.3

9.1

28.6

29.7

19.1

25.2

3.9

3.4

8.4

3.0

12.3

29.3

6.2

7.4

11.2

6.1

10.1

10.6

12.3

5.3

7.9

28.7

1.9

1.5

2.0

1.8

1.9

1.6

1.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①行政の子育て支援サービス

②学校教育

③治安や安全対策

④子ども会やＰＴＡの活動

⑤地域や隣近所の子育ての助け合い

⑥公園や児童館などの遊び場

⑦自然環境

⑧非行防止

充実している まあ充実している あまり充実していない

充実していない どちらともいえない 無回答

12.0

10.0

5.5

9.9

4.8

4.8

16.2

4.5

56.4

60.0

52.0

59.1

36.2

33.3

52.4

41.2

12.6

16.4

24.7

13.2

31.5

28.2

14.6

23.1

4.3

4.1

6.6

3.0

12.3

24.7

6.2

5.5

12.8

8.0

9.6

13.0

13.5

7.6

9.1

24.1

1.9

1.5

1.7

1.9

1.7

1.4

1.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①行政の子育て支援サービス

②学校教育

③治安や安全対策

④ジュニアクラブやPTAの活動

⑤地域や隣近所の子育ての助け合い

⑥公園や児童館などの遊び場

⑦自然環境

⑧非行防止

充実している まあ充実している あまり充実していない

充実していない どちらともいえない 無回答

平成 30年調査（N=1297） 

平成 30年調査（N=1422） 
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③ ３年前と比べて子育てしやすいまちになったか 
○3 年前と比べて子育てしやすいまちになったかについては、小学生保護者、中学生保護者と
もに、平成 25年調査と同様、「あまり変わらない」という回答が 7割以上となっている。 

 
＜小学生保護者：問 30、中学生保護者：問 21＞ 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3.0 

3.1 

2.7 

3.0 

12.0 

14.9 

9.6 

10.7 

74.2 

71.2 

78.6 

76.7 

2.8 

3.3 

3.7 

4.6 

0.9 

1.1 

1.5 

1.4 

4.1 

2.4 

1.9 

1.6 

3.0 

4.1 

2.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年調査
小学生保護者

平成25年調査
小学生保護者

平成30年調査
中学生保護者

平成25年調査
中学生保護者

とても子育てがしやすくなった 少しは子育てがしやすくなった
あまり変わらない やや子育てがしにくくなった
非常に子育てがしにくくなった ３年前は住んでいなかった
無回答

小学生保護者 
平成 30年調査（N=1422） 
平成 25年調査（N=2085） 
 

中学生保護者 
平成 30年調査（N=1297） 
平成 25年調査（N=1350） 
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④ 障がいのある子どもが地域で育っていくために必要なこと 
○障がいのある子どもが地域で育っていくために必要なこととして、「地域住民の障がい児へ
の理解、支援」が 40.9%と最も高く、次いで「障がいの特性に応じた多様な教育機会の拡
充」が 40.4%、「身近な地域で医療や訓練が受けられること」「就労に向けた機能訓練や情
報提供･斡旋等の充実」が 36.0%となっている。 

 
＜一般市民：問 22＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40.9 

40.4 

36.0 

36.0 

26.2 

24.7 

15.6 

14.0 

13.5 

8.1 

8.1 

1.8 

0.6 

5.6 

0.9 

0% 20% 40% 60%

地域住民の障がい児への理解、支援

障がいの特性に応じた多様な教育機会の拡充

身近な地域で医療や訓練が受けられること

就労に向けた機能訓練（リハビリテーション）や情報提供・斡旋等の充実

障がい児が通う施設の整備

こども発達センターなどでの相談体制の充実

障がい児と地域の子どもとの交流

通学・通園における介助サービス

安心して遊べる機会・場の充実

機能訓練（リハビリテーション）の充実

余暇活動や社会参加の機会の確保

その他

特にない

わからない

無回答

平成 30年調査（N=1399） 


